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本書は平成 22年度に実施された笛吹市境川町寺尾地区で実施された北原遺跡の発掘調査

報告書です。

北原遺跡では縄文時代中期の集落、弥生時代後期から古墳時代前期の集落跡が確認されま

した。この調査によって、甲府盆地南東縁の丘陵裾部に展開する縄文時代中期の集落、弥生

時代後半から古墳時代にかけての資料を収集することができたことは、大きな成果であつた

といえます。

御坂山地北西斜面の丘陵や扇状地には旧石器時代から近世 (江戸時代)にかけての遺跡が

多く点在しています。笛吹市では、甲斐国千年の都として、岡・銚子塚や竜塚古墳などの前

期古墳、姥塚などの後期古墳、甲斐の国府想定地として知られる春日居町国府や御坂町国衛、

県下最古の古代寺院である寺本廃寺跡、甲斐国分寺跡や国分尼寺跡などの官営寺院などを広

く紹介してきました。

一方で豊富な資料を有する縄文時代中期を中心とした遺跡に関する情報発信についてはや

や遅れをとっていた現状があります。今年度は笛吹市内の縄文遺跡に注目した歴史フォーラ

ムの開催、縄文時代に特化した冊子、ガイドマップ類の作成に力を入れてまいりましたが、

本遺跡についての報告書の刊行により、この取り組みがより厚みを増してきたのではないか

と考えております。

さて、この発掘調査報告書刊行にあたり、ご理解ご協力を賜りました峡東農務事務所、山

梨県教育委員会、山梨県埋蔵文化財センターはじめ関係諸機関、発掘調査においてご不便を

おかけいたしまし地権者各位、寒い中発掘調査に参加いただきました作業員各位に深く感謝

申し上げ、この発掘調査報告書の刊行の序文に代えさせていただきます。

平成 23年 3月

笛吹市教育委員会

教育長  山 田 武 人
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凡  例
1、 遺構番号は、原則として発見順に付 している。
2、 掲載遺構図の縮尺は原則として以下の通りである。
遺構全体図は、挿図ごとに示した。

遺構微細図 住居跡 (縄文 )1/80、 住居跡・溝・竪穴遺構 1/60、 土坑 1/30、 方形周溝墓 1/80 集石土坑・
131許」Lウ花1/20

3、 掲載遺物図・拓本の縮尺は、土器・陶器 1/3、 石器 2/3、 1/2・ 土偶・土製品・古銭 1/2
4、 遺構断面図脇の数値は、標高を示す。
5、 本書で用いるスクリーントーンは以下の通りである。
遺構|ヽ市引は焼土%疹物は粘土卜|■劇は炭

遺物昧ボ削よ須恵器■■■は陶器

6、 表内の (   )内の数値は推定値である。
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第 1章 調査の経緯 と概要

北原遺跡は、平成 10(1988)年 に境川村教育委員会によって国・県埋蔵文化財補助事業により発掘調
査が行われた。そこでは古墳時代後期の住居跡 1棟、そして同時期の遺物が出土したことが報告されてい

る。また調査以前に北原遺跡内の畑から出上した土器等が教育委員会に寄贈されており、弥生時代後期～

古墳時代にかけての集落があることは想定されていた。

平成 22年 5月 、山梨県峡東農務事務所より県営畑地帯総合整備事業 (担い手支援型)寺尾地区支線第
7号新設工事に伴い施工区内の埋蔵文化財の有無について照会が行われた。笛吹市教育委員会では遺跡地
図と照合を行い、施工区全体が周知の埋蔵文化財包蔵地である北原遺跡内に位置している事を確認した。

また現地踏破でも縄文時代を中心とする遺物の散布が確認された。そのため国・県の補助金を受け平成

22年 9月 7日 から9月 14日 にかけて試掘調査を実施した。

その結果、時期は不明であったが、土坑や溝状遺構を検出し、縄文時代中期後半から古墳時代にかけて

の遺物が出土した。そこで、山梨県教育委員会学術文化財課と笛吹市教育委員会文化財課で協議をおこな

い、試掘調査で遺構が確認できなかった範囲を除く約 1396ど (調査対象面積 1436.41ど )を対象に記録保
存を目的として発掘調査を実施することとなった。

今回は早急な発掘調査を要することとなり、笛吹市教育委員会文化財課と山梨県峡東農務事務所、施工

業者で協議を行い区間を2つ (A区 ・B区)に分けて発掘調査を行うこととなった。
平成 22年 11月 10日 からA区の調査を開始し、11月 26日 からB区の調査を開始した。
A区は 12月 10日 に調査を終了し、その後施工業者に引き渡した。B区の調査は平成 23年 1月 14日 に終
了した。

北原遺跡の試掘調査、並びに本発掘調査に関係する文化財保護法の諸手続は以下の通 りである。

平成22年 9月 7日  文化財保護法第99条第1項による発掘調査の報告を山梨県教育委員会に提出 (試掘
調査)

平成22年 9月 14日 文化財保護法第100条第2項による埋蔵文化財の発見届を山梨県教育委員会に提出
し、笛吹警察署への通知を依頼 (試掘調査 )

平成22年 11月 10日  文化財保護法第99条 1項による発掘調査の報告を山梨県教育委員会に 提出
(本調査 )

平成23年 1月 26日  文化財保護法第100条第2項による埋蔵文化財の発見届を山梨県教育委員会に提出
し、笛吹警察署への通知を依頼 (本調査 )

発掘調査の終了報告を山梨県教育委員会へ提出

第Ⅱ章 遺跡の位置と環境

第 1節 位置と地理的環境

山梨県笛吹市は、甲府盆地の中央部やや東寄りに位置し、北部の秩父山地に続く山々及び東南部の御坂

山塊に連なる丘陵山岳地帯と、笛吹川とその支流に形成された扇状地及び沖積地帯である。

本遺跡のある笛吹市境川町は町の由来になった境川が町のほぼ中央を流れ、また狐川が町東側を流れ浅

川に合流する。

町の南部は甲府盆地南縁に位地する曽根丘陵の東端にあたる。曽根丘陵は、甲府盆地と御坂山塊とのあ
いだにある平坦地で、多くの遺跡が確認されており、境川町にも多くの遺跡が存在する。丘陵部からは芋

沢川・間門川などの河川が低平地へ流れており、これらの河川により丘陵は南北に分かれている。

-1-



北原遺跡は上寺尾地区にある。寺尾地区は笛吹市の西端に位置し、甲府市との境にあたる。曽根丘陵上に

位地し、南東からは御坂山塊の山裾が延びる。間門川が流れており、その本流子流により開削され、平坦

面が点在している。概ね、その平坦面に多数の遺跡が確認されている。

第 2節 歴史的環境

笛吹市は、平成 16(2004)年旧東八代郡の 5町村と東山梨郡の春日居町が合併して発足した市である。

県内有数の遺跡集中城であり。周知されている遺跡や史跡の数は県内で 2番 目に多い。

境川町内の曽根丘陵上においては,肥沃な土嬢上に森林が豊かに生い茂り動植物などの食糧を確保でき

たため縄文時代中期の集落形成が進み人口集中地帯になったものと考えられる。近年では、平成 18年度

に前間田地区において縄文時代中期曽利式期の仲原遺跡が確認されている。また、弥生時代後期～古墳時

代前期の住居跡と低墳丘古墳が揃って確認されている。古墳は、後期古墳を中心に百基ほどの古墳が知ら

れているが、そのほとんどが藤堡地区から八代町よりの東側の地域に限定され、西よりの寺尾地区ではあ

まり知られてはいない。

北原遺跡および近隣の馬場遺跡 (第 2図 -5)、 前付遺跡 (第 2図 -6)の 西側で、間門川を挟んで姑
峙する丘陵に、上の平遺跡 (甲府市)がある。この上の平遺跡を中心とする甲斐風上記の丘公園一帝は、

百数十基の方形周溝墓が確認された地域であり、近年東側の境川においても弥生時代後期～古墳時代前期

の集落と方形周溝墓が揃って確認されはじめている。曽根丘陵平坦面の先端に、弥生時代後期～古墳時代

前期の集落と方形周溝墓が構築されたものと考えられる。

第 1図 遺跡位置地図 (S=1:50,000)
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北原遺跡は、前述したように曽根丘陵の東端に位地しており、古くから馬場遺跡、前付遺跡と並んで縄

文時代、弥生時代後期～古墳時代前期の上器や石器が発見されている。平成 10年度の旧境川村教育委員

会らよる発掘調査においても古墳時代前期の住居跡 1軒が確認されている。出土遺物は18個体のS字状

口縁台付甕があり、確認された遺構は少ないが時期を確定できる発掘調査である。今回の調査においても

古墳時代前期の遺構が確認されており、曽根丘陵全域の歴史解明のための重要な地域と考えられている。

引用・参考文献

境川村教育委員会

笛吹市教育委員会

笛吹市教育委員会

2004 F天神遺跡 (2次 )・ 立石北遺跡 (3次 )。 北原遺跡』

2CX16『りL子原遺跡』

2011『仲原遺跡』

第Ⅲ章 調査の方法 と層序

今回の発掘調査は、県営畑地帯総合整備事業寺尾地区支線 7号の農道新設工事に伴う、約 1396だの全

面を対象に実施された。

今回は工事と並行して行わなければならない緊急を要する調査のため、区間を2つ (A区・B区 )に分

けて調査を行った。開発計画に基づき、試掘により遺構が確認されなかった区間を除き掘削及び調査を行っ

た。重機により表上を除去し、その後人力により遺構確認及び記録作成を行った。

グリットは、磁北に合わせた5m四方のメッシュを調査区全域に設定した。グリットの名称については、

南北方向を北から南 A～ Zのアルファベット、続けて a～ cのアルファベットを用い、東西方向は、 1
～55ま での算用数字を用いた。

B区の基本層序は、現地表面から20cmが耕作上、45cmが暗褐色土、以下ローム層の地山であった。
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第 2図 発掘調査位置と周辺遺跡分布図 (S=1:10,000)
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第 3図  グリッド設定図および調査範囲図 (S=1:15,000)
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第 4図 遺構配置図 (S=1:500)
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第Ⅳ 確認された遺構と遺物

第 1節 縄文時代

(1)竪穴住居跡

本遺跡から確認された縄文時代の住居は 3軒であるが、いずれも調査当初は住居跡と確認できず土器集

中区として遺物取り上げを行った。最終的には完全な形での遺構確認は出来なかったため、出土した土器

の時期、断面図等を考慮した結果 3軒の住居を考えた。

◆第5号住居跡 【第5図、第9図】

〔位 置〕K-16.17グ リットに位地する。
〔形 状〕楕円形を呈するものと推定されるが、撹乱されており明確には確認出来なかった。
〔覆 土〕暗褐色土を呈する。
〔床 。壁〕床は西側に若干傾斜しており、貼り床等の硬化面は確認出来なかった。現存値の最大壁高は

45cmで緩やかに立ち上がる。

〔施 設〕確認出来なかった。
〔遺 物〕縄文時代中期井戸尻式の上器が57点、一括で取り上げた物が数十点、曽利式の上器が13点、

石器4点が出上している。第9図の6～8は把手の破片である。第9図の24～26は同一個体の可

能′陛がある。

〔時 期〕曽利式の上器の出土地点は、後述の6号住居と重複しており、5号住居は縄文時代中期井戸尻
式期とした。

◆第6号住居跡 【第5図、第10図】

〔位 置〕K-16.17グ リットに位地する。
〔形 状〕5号住居と重複しており、明確な形状は不明だが、楕円形を呈するものと推定される。
〔覆 土〕黒褐色土を呈する、若千のロームブロックを含む。
〔床・壁〕床面はほぼ平坦で、貼り床等の硬化面は確認出来なかった。壁は緩やかに立ち上がものと推

定できる。

〔施 設〕確認出来なかった。
〔遺 物〕前述したように、5号住居との重複部分より出上の13点加え、50点ほどの曽利式の上器が出

上 している。

〔時 期〕縄文時代中期後半曽利式期に位置づけられる。
◆第7号住居跡 【第5図、第10図】

〔位 置〕E-10,F-10.11グ リットに位置する。
〔形 状〕明確には確認出来なかった。土器集中区を中心として土坑・ピットの位地等を考慮し

推定した結果、楕円形を呈するものとした。

〔施 設〕土坑2基、ピット2基を想定内とした。
〔遺 物〕曽利式の土器が40点確認されたが、図示できたのは3点のみだった。
〔時 期〕縄文時代中期後半曽利式期に位置づけられる。

(2)土坑

本遺構からは、34基の上坑が検出された。そのうち縄文時代の土坑は8基が確認されている。1号土坑

からは長さ50cmの石が検出されている。土坑墓の可能性も考えられる。12号土坑は集石土坑である。

各土坑の規模等の詳細は、 【第 1表 土坑・ピットー覧】を参照されたい。
◆集石土坑 《12土坑》 【第6図、第11図】
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〔位 置〕E‐ 9グリットに位置する。
〔形 状〕東西に0.8m、 南北に1.2mの範囲にわたり、8 cm～ 20cm大の礫が2～ 3層に広がる。

若干の焼けた石も確認できた。

〔覆 土〕覆土は、黄褐色土を呈し、少量の焼土粒子・炭化物を含む。
〔遺 物〕縄文時代中期曽利式の上器が出上している。
〔時 期〕縄文時代中期後半に位置づけられる。
(3)第 2号竪穴状遺構 【第8図、第■図】

〔位 置〕H‐12グリットに位置する。
〔形 状〕3号溝状遺構と重複するため、正確な形状は不明だが方形を呈するものと考えられる。
〔遺 物〕曽利式の有孔鍔付土器の破片などの2点のみである。
〔特記事項〕土器については、流れ込んだ可能性を考えると住居跡とは考えにくく、竪穴状遺構とし

た。

化)溝状遺構
本遺構の縄文時代の溝状遺構は2基である。いずれも調査区外に入り込むため、本来の長さ、形状など

は不明である。

◆第4号溝状遺構 【第8図、第11図】

〔位 地〕I-13グ リットに位置する。
〔規 模〕南北に約2.5m、 幅1.Om、 確認面からの深さは0,45mを 計る。蛇行はしておらず、28号土

坑、29号土坑、34号土坑と重複している。

〔覆 土〕赤色粒子を含む黒褐色上が主体である。
〔遺 物〕縄文時代中期井戸尻式の深鉢が数点出土しているが、図示できたのは第11 図の9～ 16の 8

点である。

〔時 期〕縄文時代中期中葉に位置づけられる。
◆第6号溝状遺構 【第8図、第11図】

〔位 置〕C‐ 9、 D‐ 9。 10グリットに位置する。
〔規 模〕南北方向より東西方向へ湾曲している。長さll.7m、 幅は0.50m～ 1.30m。 深さは最大値で

0.15mと 非常に浅い。

〔覆 土〕黒褐色土を呈し、しまり・粘性がややあリローム粒子を少量含んでいる。
〔施 設〕32号土坑が西側に付随する。遺物の確認が出来なかったため 6号溝に関係するもの

かは不明である。

〔遺 物〕縄文時代中期曽利式の上器が出上している。第11図の20は両耳把手壼である。
〔時 期〕縄文時代中期後半に位置づけられる。
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第 2節 弥生時代以降の遺構と遺物

(1)竪穴住居跡

本遺跡の弥生時代後期～古墳時代前期の住居跡は4軒が確認された。しかし、調査区外などに阻まれ完

全な形を検出するのは難しく、出来る限り拡張を試みた。その結果、 1号住居では土器集中土坑 2基を確

認し、赤鉄鉱などが出上した。 2号住居跡、 3号住居跡では炉が検出されている。各住居から検出した遺

物の詳細は、 【第2表土器観察表】を参照されたい。

◆第1号住居跡 【第12図、第20図、第21図】

〔位置〕A-1,2、 B‐ 1.21こ位置する。

〔形状〕コーナー部分が撹乱のため正確ではないが、隅丸方形を呈するものと考えられる。

〔規模〕直径 (4.6)m、 短径4.2mを計る。

〔覆土〕遺物の検出の多い黒褐色土が主体となる。

〔壁 〕最大壁高は0.2mで ほぼ垂直に立ち上がる。住居跡南側と西側で確認できた。

〔床 〕ほぼ平坦で所 撹々乱されているが、貼り床の硬化面が全体的に確認できた。

〔炉 〕中央部から土坑 3付近にかけて薄い焼土層が確認できたが、明確な炉の確認は出来なかった。

しかし、時期を考慮すると、その時点に地床炉のあつた可能性が高い。

〔施設〕住居内土坑が3基、ピットが9基確認された。周溝も南東に若千確認できた。土坑1の床面か

らは15cmの石が検出された。覆上には、焼土。炭化物が含まれており、炉に匹敵する施設の可

能性も考えられる。

〔遺物〕弥生時代後期～古墳時代前期の遺物が検出された。第20図の1～ 81ま弥生時代後期の上器で特に

第20図の6～ 81ま弥生終末期～古墳早期の廻間式 (東海系)と考えられる。

土坑1か らは3層に重なる土器片第21図の15～20が集中して16を取り囲むように見つかった。

16は完形である。土坑 3からは、土器片が集中して出上した。貯蔵穴の可能性もある。土坑2

からは6 cm～ 13cmのベンガラの原料と考えられる赤鉄鉱が5点検出された。土坑 2の南西には

粘土も見つかっている。赤鉄鉱については第V章にて詳しく専門的見地を掲載する。

〔時期〕前述の見つかった土器の状況から、弥生時代後期～古墳時代前期に位置づけられる。

◆第2号住居跡 【第13図、第22図】

〔位置〕B-3.4、 C‐4グリットに位置する。

〔形状〕隅丸方形を呈する。

〔規模〕現在値は直径3.9m、 短径 (1.55)mを 計る。

〔覆土〕焼土、炭化物を含む責褐色土が主体である。

〔壁 〕壁高は0,35mでほぼ垂直に立ち上がる。

〔床 〕ほぼ平坦で貼り床と思われる硬化面がみられる。中央部より北に向かって焼上が20cmほ ど堆積

している。

〔炉 〕焼土内にある土坑 1が地床炉と考えられる。

〔施設〕ピットが3ヶ所確認できた。いずれも柱穴と考えられる。

〔遺物〕古墳時代の高杯、台杯甕などが出土している。

〔時期〕古墳時代前期に位置つけられる。

◆第3号住居跡 【第13図、第22図】

〔位置〕Cおグリットに位置する。

〔形状〕隅九方形を呈する。

〔規模〕現存値は直径 (2.6)m、 短径 (1.35)mを 計る。

〔覆土〕若千の焼土を含む黄褐色土が主合である。
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〔壁 〕壁高は015mで ほぼ垂直に立ち上がる。

〔床 〕貼り床と思われる硬化面を確認できた。焼上の撹乱している炉の北側が若干もりあがっている

が、それ以外はほぼ平坦である。

〔炉〕調査区外に半分ほどかかっているため全容は確認出来なかったが該期の地床炉と思われる。

〔施設〕ピットが 3ケ所確認できた。北側の2ケ所が柱穴と考えられる。

〔遺物〕掲載した5点の土器はすべて台付甕の破片である。

〔時期〕古墳時代前期に位置づけられる。

◆第4号住居跡 【第14図 1

〔位置〕」-14グ リットに位置する。

〔床 〕少量の焼土、炭化物が点在している。

〔炉 〕直径0.4m、 短径0.34mを計る。中心部に石を配置した枕石炉と考えられる。

〔遺物〕遺物はほとんど検出できなかった、図示できたのは1点のみで台付甕の破片と思われる。

〔時期〕遺物の出土が少量のため、時期の決定は難しかった。枕石炉の性格上、弥生時代後期～古墳時

代前期と考えられる。

〔特記事項〕枕石炉は近隣の上の平遺跡などからも見つかっている。台石として使用する例もあるが、

本遺跡の枕石は比較的小型で、まわりに数個の薄く割った石が添うように検出された。中

心の石は磨り面が顕著で、磨石等を転用した可能性が考えられる。

(2)方形周溝墓

◆方形周溝墓 【第15図、第23図】

〔位置〕I-22.23、 J-22.23、 K-22.23に位置する。

〔規模〕南西コーナーにブリッジをもつ。東辺滞を欠く。北辺溝約556m(現在)、 南辺溝約44m(現
在)、 西辺溝74m。 溝の深さ0.4m～ 0.8mを計り、ほぼ垂直に立ち上がる。

〔遺物〕遺物は南辺溝に集中して出上している。北辺溝からは櫛描波状文と円形貼付文をもつ弥生土器

が出土している。南辺溝出上の第23図の5は体部に穿孔のある高杯である。

第23図の7.8は赤彩された高杯の脚部。第23図の9は脚部に4ケ所の穿孔のある高杯で第23

図の17～23は台付奏である。

〔時期〕出土した土器から、弥生時代後期～古墳時代前期に位置づけられる。

〔特記事項〕初期時点では、南辺を普通の溝として掘り始めたが、彩色された高杯などが出土し方形周

溝墓を考えた。北方向には対峙する溝も見つかり、西側を拡張した結果、西辺溝とブリッ

ジを確認することができた。時期は前述の通り弥生時代後期から古墳時代前期で、先に報

告した1号住居跡と同時期の遺構と考えられる。

(3)土坑

弥生時代以降の上坑は、26基である。 3号土坑、25号土坑は土坑墓の可能性がある。13号土坑は土器敷

き炉を考えた。

縄文時代同様、各土坑の規模等の詳細は I第 1表土坑・ピットー覧表1を参照されたい。

◆第13号土坑 【第16図】

〔位置〕E-10グリットに位置する。

〔形状〕方形を呈する。

〔規模〕直径1.Om、 短径0,9mを計る。

〔覆土〕焼土粒子、炭化物を含む暗茶褐色上が主体である。

〔床 〕若干凸凹している。北側は焼土に覆われている。

〔遺物〕内タト面に緻密に刷毛目を施した大型の土器が出土した。底部は3個体分があり、表裏剥離が激

しく、割れ回はされいに割れている。
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〔特記事項〕土器は焼けた痕が顕著で最J離 しており、すべてを復元することは出来なかった。

土器捨て場、土器焼成遺構などを考えたが、底部以外の口縁部、肩の部分などの上部は一

切無く、床面より15～20cmの層にしか出上しなかった。遺構全面に広がっており焼土も確

認できたことから土器敷き炉の可能性が高い。しかし、周辺には貼り床やピットなどは確

認できなかったので、単独炉と考えられる。

◆その他の上坑 【第17図、第18図、第24図】

3号土坑からは10cm～ 40cmの石に囲まれるように完形の陶器 (第24図-4)が出上している。

近世の埋葬施設と考えられる。25土坑は20cmの深さのピットをもつ古墳時代の土坑でS字奏 (第 24図

-11)が出上している。土坑墓の可能性がある。

は)第 1号竪穴状遺構 【第18図、第24図】
〔位置〕C8グ リットに位置する。

〔特記事項〕出土土器は1点 しかなく、ピットなどの施設も見つからなかった。覆土には多量の戊化物

が検出されたが比較的新しいものであり、焼失住居とも考えにくかった。時期は不明だが

新しい時代の焼却施設と考えられる。

(5)溝状遺構

弥生時代以降の溝は5条 としたが、ほとんど出土遺物は無く、時期は不明である。

◆第1号溝状遺構 【第19図、第24図】

〔位置〕」-14,15グ リットに位置する。

〔規模〕北東から南西にかけて現存値長さ3.76m、 幅0.lm、 確認面からの深さは015mを計る。

〔遺物〕S字甕の破片が数点出土している。

〔時期〕古墳時代前期に位置づけられている。

◆第2号溝状遺構 【第19図、第24図】

〔位置〕L-19グ リットに位置する。

〔規模〕南北に長さ3.05m、 幅013m～ 0.2m、 確認面からの深さ0.5mを 計る。北側が若千拡幅してい

る。

〔覆土〕ロームブロックを少量含む黒褐色上が主体である。

〔遺物〕台付奏の脚部と須恵器が出上している。

〔時期〕出土した土器片から古墳時代前期に位置づけられる。

◆第3号滞状遺構 【第19図】

〔位置〕H-12グ リットに位置する。

〔規模〕北東より南東に長さ2.35m、 幅1.Om、 深さ0.25mを 計る。

〔形状〕幅もほとんど変わらず、湾曲のない真っ直ぐな形状を呈する。

〔時期〕2号竪穴状遺構と重複しているが、出土遺物は見つからず、時期は不明である。

◆第5号溝状遺構 【第19図】

〔位置〕H-12グリットに位置する。

〔規模〕南北に長さ2.3m、 0.5m～ 1,Om、 深さ30mを 計る。

〔形状〕検出できた部分のほぼ中央が狭く、絞ったような形状である。

〔時期〕遺物が出土しなかったため、時期不明である。

◆第7号溝状遺構 【第19図】

〔位置〕S41グ リットに位置する。

〔規模〕東西に長さ2.Om、 幅llm、 深さ0.3mを計る。深さ0,99mの 33号土坑が東端に重複している

が、両遺構とも遺物の出上がないため関係性、時期などは不明である。
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(6)遺構外出土器 【第25図】

遺構外より出上した土器を時期の古いものより順に示した。

第25図の1は楕円の押型を横位に施した縄文早期の押型文土器である。第25図の2～ 8は縄文時代中期

の上器で、第25図の8には綱代痕が残っている。第25図の9～ 16は古墳時代前期の上器。第25図の17は18世

紀代の焙烙である。法量等の詳細は第2表 土器観察訳 3)を参照されたい。
(7)石器 。その他の遺物 【第26図～第28図】

本遺跡からは数種類の石器、土偶、土製円盤、紡錘車、古銭などが出上している。第26図の 1～ 5は石

鏃、 11まほIF完全な形で残っている。第26図の6～ 10は石錐、第26図のll～ 14は石匙、12は完形。第26図の

16～ 18は掻器、第27図の19～ 26は打製石斧。すべて縄文時代の石器である。他に多孔石、敲石が出上して

いる。第28図の30は縄文時代中期の上偶で右の手と思われる。第28図の31～ 321ま側面全周が研磨された上

製円盤である。第28図の331ま弥生時代の紡錘車。第28図の34は大正時代～昭和時代の一銭青銅貨である。
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13号土坑
1 黒褐色上   しまりややあり、粘性なし、ロームプロック少量含む
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3 黄茶褐色土  焼土粒子多量、炭化物、ロームプロック含む
4 暗茶褐色土  焼土粒子多量、炭化物含む

第 16図 13号土坑 。同出土土器

-24-

0           ■Oω



／

μ一

ぃ健 180m)

A(32250m) __▲生

鰐

8号土坑                      //″
…
11号土坑  傘。2180n

A(32200m)

理
180m)

21号土坑

/

8号土坑
1  表土
2  黒褐色±  10YR3/2
3  黄褐色±  ■5YR6/6

しまり、若干粘質あり

黒掲色土含む9号土坑

24号土坑

rI望♂ 70m)     …A生

18号土坑

第 17図 土坑(1)

一-25-エ

Υ

14号土坑

坑

＼
　
　
　
土口τ
９

矛
Ｈ
Ｉ
ｔ　
　
（Ｅ
Ｏｏ
一組
朝
コф

く

、

‐

ｒ

.生蕉P330m) At

⊂Iゆ
vЖ皇字130m)

A

.攣 350m) _ど全t

.A……

.攣 350m)

A(321 90m)     塾 竹

7号土坑

_At

6号土坑

17号土坑



坑土碍

判゙

２

23号土坑 29号土坑

34号土坑

E

懲|（Ｅ
Ｏ
∞

一
艶
Ⅵ
Ｊ
．

.A(321 90m)

25号土坑

黒褐色±  ■5YR2/3  しまりあり、粘性ややあり
ロームブロック少量含む

黒色±   ■5YR2/1  しまりあり、粘性ややあり

30号土坑

/

Q生

A(32200m)A′

サ

31号土坑

浴▲望J80m)

32号土坑
0               1m

1号竪穴

黒褐色上  75YR3/2 しまりあり、炭化物少量含む
黒褐色土  イ5YR3/2 しまりあり、炭化物多量含む
黄褐色±  ■5YR6/6 しまりあり

土坑(2)。 1号竪穴状遣橋

-26-―

調 査 区 外

第 18図



1号溝

A(32220m)

3号溝 A(32220m)

全望i60ω ttt

―

2号溝

2号溝
1 暗褐色±  ■5YR2/3
2 暗褐色土  猛5YR2/3
8 黒褐色±  ■5YR2/2
4 黒褐色±  ■5YR2/2
5 黒褐色±  ■5YR3/2

A(32200m) __^生

しまりあり、粘性若干あり、φ2mmローム粒子少量含む
しまりあり、粘性あり、ゆ5～ 10mmロ ーム粒子多量含む
しまりあり、粘性着干あり、ゆ5mmローム栽子少量含む
しまりあり、粘性あり、ロームプロック極少量含む

しまりあり、粘性あり、ロームプロック多量含む

3号溝
l 暗褐色±  75YR3/3
2 黄褐色±  10YR5/6
3 責褐色±  10YR5/6

しまりあり、粘性ややあり、ローム粒子極少量含む

しまりあり、粘性あり

しまりあり、粘性あり、ハードロームプロック少量含む

7号溝

第 19図 溝状遺構

―-27-―

5号溝

2撤

全ζ望,30m)



覇 z

第 20図  1号住居跡出土土器(1)

―-28-―

0              1 0 clll



＼ 爛禅″泳 ∠。

第 21図  1号住居跡出土土器(2)

一-29-―



6 総 7

‰益に8¨ X9 緯 に 1。

潔くに 16鰻＼飴 フ
3号住居跡

第 22図  2号 。3号住居跡出土土器

―-30-―



ノ

く
く
こ岳≡再≡尋手

こ垂墨
妻

,7〃12

Ⅷ 駈

第 23図 方形周溝墓出土土器

―-31-―

0          1o∞



海Tヽ 1

2号土坑

3号土坑

頂戸下下再≡手露平
三二I正三

=み

F15

1号溝

ズきヽ雪
手く、19

2号溝

1号竪穴

に` 人17 珍
効
嘲 肇
く
ミ 18

Ⅷ ▽ 4
1号溝

６

欝

〃

〃

¨

＼ 2 Ⅷ ∞` 3

≦娃簸〆

8号土坑

２期

鉤　
飲

第 24図 土坑 。1号竪穴・溝状遺構出土土器

難霧・ 症
'

25号土坑

―-32-―



秒

＼…1禦 イ 。＼這Ⅳ 緯Mに 13

第 25図 遺構外出土土器

―-33-―

10鶴



一典一恋
1

⇔

む

７

賀

嘲

ρ

一

姑
◇

一

∞

ひ

Ｚ

Ｗ
碑
Ｖ
ｖ
　
＾

υ

６

１
加
難鉾
委　
斡

一

o     4

盟紗蕪ひ
9 8   υ  9

6     5

期

く力  10

‐‐ ‐２

|

=

ｎ
用
日
日
】
Ｖ
　
　
‐７
　
　
。

第 26図 出土石器(1)

|

―-34-―



23

くことこ::::::::::::::と

'〉

      26

9         .         lp∞

第 27図  出土石器(2)

-35-―



:::i:`:::::::::::::::::'〉

  27

面用使２９∞

３‐

|     (lξξこ,,34

第 28図 出土石熙 3)。 その他の出土遺物

-36-―

理 殴羽緯覇載
‖

割れ口

0                               1 9Ca



第 1表 土坑・ピットー覧表

遺構名
位置

(グ リット)

法 量 (cm)
時期 備考 /その他

平面形 長軸 短軸 深 さ

l号土坑 N36 隅丸方形 068 059 縄文中期

2号土坑 N36 円形
（
Ｖ 033 古墳前期

3号土坑 N36 円形 060 043 近世 18世紀

4号土坑 N-36 楕円形 062 つ
０

5号土坑 B-3 楕円形 049 022 古墳前期

6号土坑 B-4 不整楕円形 058

7号土坑 B-3 不整楕円形 060 046 072

8号土坑 C-4 楕円形 209 048 020 古墳前期

9号土坑 C-5 円形 060

10号土坑 C-6 楕円形 076 046 005

11号土坑 C-8 円形 098 069 019

12号土坑 E-9 不整円形 106 024 縄文中期 集石土坑

13号土坑 E■0 隅丸方形 084 028 古墳 土器敷炉

14号土坑 F-10 不整楕円形 048 017 7号住 (想定図内)

15号土坑 F-10 隅丸方形 088 061 022 縄文中期 7号住 (想定図内)

16号土坑 F-11 隅丸方形 098 076 022 縄文中期

17号土坑 G-11 楕円形 075 052 006

18号土坑 G-11 楕円形 063 052 ，
Ｖ

19号土坑 G ll 楕円形 078 014

20号土坑 G-12 楕円形 086 062 縄文中期 井戸尻式

21号土坑 C-5 楕円形 077 つ
０
つ
０

22号土坑 B-4 不整精円形
つ
０ 017 縄文中期

23号土坑 B-4 不整精円形 126 080 009 縄文

24号土坑 C-5 楕円形 052

25号土坑 B-5 隅丸方形
つ
々
刀
仕 194 016 古墳前期 S字甕出土

26号土坑 E10 隅丸方形 046 （
Ｖ 縄文中期

27号土坑 E-10 円形 0.66 038 縄文中期

28号土坑 不整楕円形 055 035

29号土坑 不整楕円形 056 046 061

30号土坑 I-14 不整楕円形 009

31号土坑 不整楕円形
Ａ
） 024 008

32号土坑 D-10 不整楕円形 112 052 010

33号土坑 S-41 楕円形 Ａ
Ｖ

（
Ｖ 099

34号土坑 楕円形 013 古墳前期

Pitl 円形 035 030 4号住 (想定図内)

Pit2 楕円形
Ａ
Ｖ 022 4号住 (想定図内)

Pit3 楕円形
（
） 4号住 (想定図内)

Pi望 隅丸方形 023 022 4号住 (想定図内)

Pit5 不整楕円形 018 4号住 (想定図内)

Pit6 E10 楕円形 036 7号住 (想定図内)

Pit7 E10 楕円形 028 7号住 (想定図内)
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第 2表 土器観察表(1)

1号住

挿図hlo hlo 種別 器種
法量 (cm)

色調 月台土 調整 備考
口径 器高 底径

第 20図 1 弥生土器 折り返し口縁豆 (196) 茶褐色 密―白色粒子含む 内―ヨコハケメ
外―ハケ調整後ミガキ

赤彩、反転

第 20図 2 弥生土器 一亜 明茶褐色 晉―白色粒子含む 肩部に羽状縄文

第20図 3 弥生土器 一〓 赤茶褐色 4-白 色粒子含む 結節縄文上にボタン
状貝占付文

第 20図 4 弥生土器 折 り返 し口縁豆 営茶褐色 密―長石、砂粒含む 外―タテハケメ

第20図 5 弥生上器 発 蓋秦褐色 Z一 石英、長石合む 外―ハケメ 一部反転

第 20図 6 弥生土器 高杯 (140) 羮茶褐色 否―石央、白色粒子含む 外―ハケメ 反転

第 20図 7 弥生土器 台付奏 黒褐色 やや粗一石英、長石含む 外―ヨコハケメ

第 20図 弥生土器 台付甕 (228) 黒褐色 やや粗 ―白色粒子多量含む 内一ヨコハケメ
ロ唇部刻み

外―タテハケメ

第 20図 土師器 台付発 黄褐色 酵―砂粒含 む 内 外 ―ハケメ 反転

第 20図 土師器 合付奏 嗜茶褐色 密―白色粒子含む 内 外―ハケメ 反転

第 20図 ll 土師器 台付甕 (脚部 ) 赤褐色 密 ―長石、石英多量に含 む 内 外 ―ハケメ 反転

第 20図 12 土師器 高杯 ホ掲色 酵―砂粒含 む 内 外―ミガキ 反転

第拗図 土師器 高杯 明責褐色 Z一 砂粒含む 内 外 ―ハケメ

第 20図 土師器 高杯 赤茶褐色 番―石英含 む 内・外 ―ミガキ 穿孔、反輔

第21図 土師器 奏 茶褐色 密一石英、長石多量に含む 内―ヨコハケメ
外―タテハケメ

残存率 80%
住居内土坑①出土

第 21図 土師器 小型鉢 赤茶褐色 駁密―石英、長石含む 内 ,外―ミガキ 完形
住居内土坑① 出土

第 21図 17 土師器 士望 (170) 黄褐色 語―砂粒含む 内 一ハケメ

外 ―口縁部 タテハケメ
体部 ミガキ

及転

住居内土坑①出土

第 21図 土師器 奏 赤茶褐色 密―砂粒、金雲母若干含む 内・外―ハケメ 反転
住居内土坑① 出土

第 21図 土師器 高杯 (160) 茶褐色 密 ―長石含む 内 '外 ―ハケメ 反転
住居内土坑①出土

第 21図 土師器 高杯 (170) 茶褐色 密 ―白色粒子若千含む 内 外 ―ミガキ 反転
住居内土力③出土

第21図 土師器 士霊 責茶褐色 密―白色粒子含む 内 ―ミガキ 反転

第 21図 土師器 小型三 責茶褐色 密―石莫多量に合む 内―輪積みハケメ

/1-ヘ ラミガキ

反転

第21図 土師器 壷 責茶褐色 やや粗―白色粒子含む 内―ヨコハケメ

外―ミガキ

第21図 土師器 丸底重 赤茶褐色 密―長石、石英 内 一ハケメ、ナデ 反転

2号住

挿図No ITo 種別 器種
法量にm)

色調 胎 土 調整 備考
口径 器高 底径

第 22図 1 土師器 小型鉢 (86) 赤褐色 徴密―長石含む 内一口縁部ハケメ
外―ハケメ後ミガキ

反転

第 22図 2 土師器 小型台付霊 赤褐色 密 ―白色粒子含む 勺―ヨコハケメ

朴―ヘラケズリ
ハケメ、指形痕

反斬

第 22図 3 土師器 台付奏 (156) 貢褐色 密 一石英、長石若干含む 対―ナデ
外―ハケメ

反転

第 22図 4 土師器 奏 (166) 赤掲色 密 ―長石若干含 む 内一ヨコナデ、ハケメ
外―タテハケメ

反転

第22図 5 土師器 台付奏 赤褐色 密 ―白色粒子、石英、長石含む 内 外 ―ハケメ 反転

第 22図 6 土師器 小型台付賽 (脚部 140) 黄褐色 密 一石英、 白色粒子含む 内 外 ―ハケメ

第22図 7 土師器 台付奏 赤褐色 密一石英、白色粒子含む 内 外 ―ハケメ 反転

第 22図 8 土師器 台付奏 赤黄褐色 密 ―白色粒子含 む 内 外 ―ハケメ

第 22図 9 土師器 棗 責褐色 緻密―白色粒子含む 外―ハケメ

第22図 土師器 奏 黄褐色 密 ―白色粒子若干含む 外―ハケメ 黒彩

第 22図 ll 土師器 高杯 茶褐色 密 一自色粒子含 む 内  外 ―ミガキ 反転

第22図 土師器 高杯 黄褐色 密―長石、石英、赤石粒子含む 外―ミガキ 反転

3号住

挿図No No 種 別 器種
法量にm)

色調 胎土 調整 備考
口径 器高 底径

第 22図 13 土節器 小型巽 (104) 曽茶褐色 やや粗一石英、長石含む 内―ヨコハケメ
外―ハケメ
(摩耗している )

反転

第 22図 14 土師器 甕 月赤褐色 密一石英、砂粒含む 内 一ハケメ 反転

外 一ミガキ

第 22図 15 土師器 台付甕 (脚部 ) 茶褐色 密―砂泣含む ントーハケメ 反転

第 22図 土師器

第22図 17 土師器 S宇甕 黒褐色 密―黒色粒子、白色粒子含む 内 外 ―ハケメ

―-38-―



第 3表 土器観察表(2)

方形周溝墓

挿図No No 種別 器種
法量にm)

色調 胎 土 調整 備考
口径 器高 底径

第 23図 l 弥生上器 豆 黄褐色 徴密 ―白色粒子含む 外―櫛抽波状文に
ボタン状貼付文

反転第23図 2 弥生土器 〓亜 (58) 妻茶褐色 密―石英、長石、白色粒子含む 内 外 一 ガ キ
3 土師器 器台 鵜 色 緻密―赤色粒子若干含む 内 外 ―ヘラミガキ

第23図 4 土師器 高杯 赤褐色 密―暑隻暮意ヽ赤色粒子 内―ミガキ、ハケメ
外―ハケメ、 ミガキ

反転

第 23図 5 土 師器 器台 茶褐色 密―白色粒子含む 内一ハケメ
外―ミガキ

反転
体部穿孔

第 23図 6 土師器 葛杯 赤褐色 密 ―赤色粒子、自色粒子含む 内―ミガキ

外―ミガキ、ハケメ

反転

第 23図 7 土師器 罰杯 (脚 部 ) (1201 明茶褐色 陵密 ―砂粒含む 外―ミガキ 反転、赤彩

第 23図 8 土師器 高杯 赤褐色 密一石英、白色粒子含む 内一ハケメ

外―ハケ後ミガ苺

反転、赤彩

穿子し3ケ 所
第 23図 9 土師器 高杯 赤褐色 致密 一石英、砂粒多量含む 内一ハケメ

外―ミガキ

穿7し 4ケ 所

第 23図 土師器 重 (166) 月茶褐色 蟄一石央若干含 む 内一ヨコハケメ

外―タテハケメ
第23図 11 土師器 弩 ホ秦褐色 密一石英若干含む 内―ヨコハケメ

外―タテハケメ

反転

第23図 土師器 士霊 茶褐色 密一石英含む 内―ミガキ

外―ハケメ

え転

第23図 土師器 重 ろ 茶褐色 密―砂粒含む 内―ヨコハケメ

外―タテハケメ
第 23図 土師器 折り返し口縁壷 (208) 茶褐色 密―石英、砂粒含む 内 ,外 ―ハケメ 反転
第23図 土師器 三 94 茶褐色 密―石英、白色粒子含む 内一ハケメ

外―ミガキ
第23図 土師器 小型鉢 赤褐色 密―石英、白色粒子含む 内 外 ―ハケメ
第 23図 土師器 含付奏 (144) 茶褐色 密 ―長石含む 内・外―ハケメ 反転

第 23図 土師器 合付養 明茶褐色 密―砂粒含む 有 外 ―ハケメ
第23図 土師器 台付奏 暗茶褐色 密 ―砂泣合む 内 外 ―ハ ケ メ
第 23図 20 土師器 台付養 明茶褐色 豚―自色粒子合も ハケメ
第23図 土師器 台付奏 (脚部 ) 暗茶褐色 密―金雲母、砂粒含む 外―ハケメ
第 23図 土師器 台付発 (脚 部 ) 茶褐色 密 ―自色粒子、砂粒含む 内―シボリメ

外―ハケメ
第23図 土師器 小型台付箋 茶褐色 密―白色粒子若千含む 内一ヨコハケメ

外―ミガキ、タテハケメ
第23図 土師器 (58) 赤茶褐色 密―石英、白色粒子含む 内 外 ―ハケメ 反転

遺構外出土土器

挿図No No 出土地点 種別 器種
法量他m)

色調 胎土 調整 時期
回径 器高 底径

第 25図 ユ 3‐8G 縄文土為 深 鉢 本茶褐色 密―金粒子多量含む 押型文 縄文
第25図 2 1 1lG 縄文土器 深鉢 貢褐色 やや粗―石英含む 縄文中期

井戸尻式期
第25図 3 H■ OG 縄文土器 深鉢 明茶褐色 やや粗―白色粒子

砂壮含む

縄文中期

井戸尻式期
第 25図 4 H■ lG 縄文土器 深鉢 責褐色 密―白色粒子含む 縄文中期

井戸尻式期
第 25図 5 A2G 縄文土器 朱鉢 暗茶褐色 密―白色粒子含む 縄文中期

井戸尻式期
第 25図 6 縄文土器 朱鉢 (190) 嗜茶褐色 やや粗 一石英多量含 む 縄文中期

井戸尻式期
第25図 7 「‐22G 縄文土器 宋鉢 茶褐色 やや狙一石英、長石含む 縄文中期

曽利

第25図 8 1■9G 縄文土器 果鉢 (58) ホ茶褐色 密―白色粒子多畳含む 綱代痕 縄文中期

曽利
第 25図 9 K23G 土師器 壷 茶褐色 密―白色粒子含む 内―ミガキ

外―ハケ調整後

ミガキ

古墳前期

第25図 0 表採 土師器 〓
重 (100) 茶褐色 密―白色粒子含む 外―ハケメ 古墳前期

第 25図 l 表採 上師器 ）霊 茶褐色 やや粗 ―自色粒子多量含む 内 外―ハケメ 吉墳前期

第 25図 2 こ22G 土師器 高杯 瞥茶褐色 密―黒色粒子若干含む 外―ミガキ き墳前期
第25図 3 こ23G 土師器 台付箋 慕褐色 密 ―白色粒子含む 内 外―ハケメ

=墳
前期

第 25図 4 【22G 土師器 台付奏 終褐色 密一石英、長石含咎 内 外 ―ハケメ 古墳前期
第25図 5 (‐23G 土師器 台付箋 赤茶褐色 密 ―白色粒子含む 内 外 ―ハケメ 古墳前期
第 25図 (-23G 土師器 台付奏 黄茶褐色 密 ―自色粒子含む 内 外 ―ハケメ 古墳前期
第 25図 A区一括 土器 焙熔 (280) 黄褐色 緻密―砂粒多量含む ロクロナデ 18世紀
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第 4表 土器観察表(3)

土坑 。1竪・溝

挿図hlo No 出土地点 種別 器種
法量伯m〉

色調 胎土 調整 時期
回径 器高 底径

第 24図 l 2号土坑 土師器 台付甕 明赤褐色 密 外―ハケメ 古墳前期

第 24図 2 2号土坑 土師器 台付奏 茶褐色 密 外 一ハケメ 古墳前期

第 24図 3 2号土坑 土師器 甕 茶褐色 密 内・外―ハケメ 古墳前期

第 24図 4 3号土坑 匂器 碗 黄茶褐色 緻密 ロクロ整形

削り出し高台

18世紀

第 24図 5 5号土坑 土師器 台付奏 (150) 明茶褐色 密―白色粒子含む 内一ヨコハケメ

外―タテハケメ

第 24図 6 8号上坑 土師器 台付奏 黒褐色 密 ―砂粒含む 外 ―ハ ケ メ 古墳前期

第 24図 7 8号土坑 土師器 台付奏 茶褐 色 密一石英若干含む 外 ―ハケメ 占墳前期

第 %図 8 8号土坑 土師器 台付甕 黒褐色 密 ―砂粒含む 外―ハケメ 古墳前期

第 24図 3号土坑 土師器 合付甕 茶褐色 密―石英含む 外―ハケメ 古墳前期

第 %図 〕号土坑 土師器 台付奏 茶褐色 密一石英含む タトーハケメ 古墳前期

第男 図 11 25号土坑 土師器 3字甕 (1041 責褐色 密―金雲母着干含む 外―肩部ヨコハケメ

タテハケメ

古墳前期

第 24図 34号土坑 土師器 台付奏 慕褐色 啓―白色粒子含む 外 ―ハケメ 吉墳前期

第 24図 13 1号竪穴 土師器 士霊 茶褐色 驚―石英、長石含 む 内 ― ヨコハ ケ メ 古墳前期

第 24図 14 と号溝 土師器 台付甕 灰褐色 密―砂粒含む /1・ ―ハケメ 古墳前期

第 24図 1号溝 土師器 S字奏 茶褐色 密―白色粒子含む 占墳前期

第 24図 l号溝 土師器 台付甕 茶褐色 密一石英若千含む 古墳前期

第 24図 l号溝 土師器 台付 甕 茶褐色 密一砂粒含む 古墳前期

第24図 1号溝 土師器 台付甕 茶褐色 密―石英、長石含む 古墳前期

第 24図 2号溝 土師器 台付甕 茶褐色 密―白色粒子含む 古墳前期

第珈 図 3号溝 須恵器 一霊 灰青色 緻密 殉―円状タタキメ

'ト

ータタキメ
古墳

第 5表 石器観察表
挿図No No 出上位置 器種

法量 (cm)
石質 形態 備考

高 さ 幅 厚 さ 重量

第 26図 l L■7 石鏃 125 黒曜石 凹基無茎

第 26図 2 B tt A2G 石鏃 黒曜石 平基無茎

第 26図 3 L17 石鏃 黒曜石 凹基無茎

第 26図 4 B‐6G 石錐 556 黒曜石

第26図 5 表採 石鏃 425 黒曜石 平基無茎

第 26図 6 H砕8 石錐 272 黒曜石

第 26図 7 H‐ 1lG 石錐 253 黒曜石

第 26図 8 看 錐 チャー ト

第 26図 B‐5 石錐 11 黒曜石

第 26図 K■6 石錐 黒曜石

第 26図 11 K‐23 石匙 5213 粘版岩 横型

第 26図 表採 石匙 1678 泥岩 横型

第 26図 L-21G 石匙 粘版岩 横型

第 26図 L18 石匙 (縦刀 ) 黒曜石 縦 型

第 26図 6号上坑 使形石器 黒曜石

第 26図 5号住 騒器 黒曜石

第 26図 17 5号住 掻器 065 チャート

第 26図 A2G 掻器 黒曜石

第 27図 C-7G 庁斧 (70) 貼版岩 短冊形

第 27図 B4G 打斧 8721 ホルンフェルス 短冊形

第 27図 K‐23 打斧 ホルンフェ,レス 短冊形

第 27図 表採 打斧 (55) 4023 ホルンフェルス 短冊形

第 27図 灯斧 17 5365 粘版岩 短冊形

第 27図 表採 打斧 (32) 1152 粘版岩 短冊形

第 27図 表採 打斧 13 7641 帖版岩 撥形

第 27図 1住 打 斧 15 18413 ホルンフェルス 分銅形

第 28図 表採 多孔石 17692 安山岩

第 28図 l住 敲石 54000

第 28図 B‐9 砥 石 4765 縄文中期

第 28図 A2G 土偶 (手 )右手

第 28図 L17G 土製円盤 3577

第 28図 5住 土製円盤 3225

第 28図 B-4G 銹錐車

第 28図 表採 古餞 357 1銭
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第 V章 笛吹市北原遺跡出土の赤色物質の科学分析について

山梨県立博物館  沓名 貴彦
○はじめに

今回、笛吹市北原遺跡出土遺物に付着している赤色物質について、その材質の解明を主な目的として調

査を実施した。

調査は、顕微鏡観察により表面の詳細観察を行った。元素分析は、蛍光X線分析と走査型電子顕微鏡
十X線マイクロアナライザー(SEM EDX)に より行い、併せてX線回折を用いて鉱物としての調査を行っ

た。

その調査結果について報告する。

○調査対象

。北原遺跡出土赤色物質

○調査方法

・顕微鏡観察

実体顕微鏡を用いて、詳細な観察を行った。

・蛍光X線分析

蛍光X線分析装置SEA5230HTW(SIIナ ノテクノロジー社製)を 用いて、赤色物質の定性分析を行っ
た。測定条件はRh管球で管電圧50kV、 管電流28μ A、 照射面積 1.8mmφ 、測定環境は真空中である。

・走査型電子顕微鏡+X線マイクロアナライザー

走査型電子顕微鏡QUANTA600(日 本FEI社製)、 X線マイクロアナライザーGENESIS(アメテック
社製)を用いて、赤色物質の観察と同時に元素のマッピング分析を行った。測定条件は、加速電圧
30kV、 測定環境は30Paである。

・X線回折

X線回折装置MiniFlex(リ ガク社製)を用いて、赤色物質の結晶構造調査を行い、ICDDに より鉱物の

同定を行った。測定条件は、Cu管球で管電圧30kV、 管電流15mAである。

○結果と考察

図1に、顕微鏡画像を示す。赤色物質が、砂粒表面に付着している状態が観察された。

蛍光X線分析で得たスペクトルデータを、図 2に示す。スペクトルではFeが顕著に確認され、それ以外
ではSi,Alが確認された。

SEM―EDXに よる観察と分析結果を、図3に示す。SEMに よる観察では、砂粒表面に粒子状の付着物が

確認され ((a)2次電子像 )、 EDXのマッピング分析の結果、その付着部分からFeが強く確認できている

((d)Fe)。

X線回折の結果、Quartzが非常に顕著に確認され、次にHematiteが確認された。

以上の結果から、赤色物質は石英などの細粒表面に、赤色物質としてベンガラが付着していると考えら

れた。ベンガラでは、鉄バクテリア由来とされるパイプ状ベンガラが遺跡出土の赤色物質として確認さ

れることが知られているが、今回の赤色物質は顕微鏡,SEMに よる観察からパイプ状のものは確認されな

かった。

今後、この物質が確認された遺跡の位置や遺構の特徴から、この物質が用いられた理由の解明が進むこ

とを期待したい。
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(d)Fe

図 3,SEM‐ EDXデータ
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図 2.赤色物質蛍光 X線スペクトルデータ
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第Ⅵ章 確認された遺構 と遺物

第 1節 縄文時代

北原遺跡は南北を谷に挟まれた台地上に立地するが、北側の谷は比較的急傾斜を持ち、南側の谷は緩や

かな傾斜を持つ。今回調査された位置は台地の北縁にあたり、谷に並行するように東西方向に調査区が設

けられた。調査区内においても縄文時代中期の住居跡が確認されているが、調査区南側の台地上の畑から

も多くの縄文時代中期を中心とした土器片が表面採取できる。これらの上器片の多くは中期中葉の井戸尻

式期のものや中期後半の曽利式期のものであり、北原遺跡の集落形成時期は概ね今回の調査において確認

されたものと一致するとみてよいであろう。

一方で、調査区東西における土器片出土量や確認された遺構の状況をみてみると、この台地の東側では縄

文時代の遺物、遺構の密度が極めて薄く、西側においては濃くなるという傾向がある。この遺跡と谷を挟

んだ北東側には一の沢遺跡をはじめとする縄文時代中期を中心とした拠点集落遺跡が広がることを考慮す

ると台地東側で遺跡の密度が薄い点は興味深い。この点について日照や遺跡からの視野、採集の場として

の山へのアプローチ等を踏まえて比較してみても、調査区東側と西側には大きな差は無いように思える。

今回の発掘調査は、台地肩部で狭い調査面積で行われた。台地上におけるすべてのデータを収集したとは

言えないが、このような台地における縄文時代集落の土地利用、集落形成の計画性等については台地中央

部で発掘調査が行われたら、研究課題とすべきであろう。また、今後の北原遺跡の調査例の増加を待った

上で、一の沢遺跡などの大規模集落遺跡との関係についても考えていく必要があろう。

台地上での削平や土壌流失、自然災害による崩落等もあろうが、各々の遺構について検証していく中で

は、台地北縁際まで住居跡が存在する点に着目したい。台地の肩部分は谷からの吹上の風も強く、立地的

にはけっして好ましい位置ではないと思われる。台地西側の遺構密度が濃いとはいえ、ある時期に注目し

たならばそこに共存する住居の件数はそれほど多くはないであろう。しかしながら台地肩の部分で検出さ

れる住居跡の例は他の遺跡でもみられる例はあり、けっして珍しいものではない。そこには、集落内での

地位関係や建物の利用形態の違いがある可能性も否定できないであろう。今後、調査機会を得たならば、

台地中央部での住居における柱穴の太さや位置、炉の存在や使用状況等に着目した住居跡の構造比較も行

う必要があろう。

第 2節 弥生時代以降

笛吹境川町の曽根丘陵沿いには弥生時代、古墳時代の遺跡が多くみられる。特に、本調査区の谷を挟ん

だ北東側の比較的標高の高い位置には京原遺跡、西原遺跡、金山遺跡などの遺跡がみられ、それぞれ方形

周溝墓や住居跡などが検出されている。また、調査区南側に谷を挟んで広がる馬場遺跡や前付遺跡からも

同様の遺構が確認されている。これらの遺跡において共通している点はその立地が台地上にあり、盆地側

に対して比較的周囲の見通しが良いことなどがあげられよう。

一方で、この北原遺跡については、南北それぞれの谷の奥には台地や山が広がり、その見通しはけつし

て良好とはいえない。他の弥生時代、古墳時代前期遺跡とはやや趣を異にしているように感じる。

個々の遺構に関しては、調査区内で確認された遺構のみで言及するならば縄文時代中期遺構の広がりよ

りも遺跡としての範囲が東に広いといえよう。調査区東端においては弥生時代、古墳時代の遺構は縄文時

代の遺構同様検出されてはいないが、調査区中央付近においては弥生時代後期から古墳時代初頭と思われ

る方形周溝墓が検出されている。ここで確認された方形周溝墓は南西部周溝のみで主体部は調査区外に広

がる。この周溝部分は台地肩部にあり、残存状況は良好とは言い難いが赤彩された高杯の脚などの遺物を

伴っている。

1号住居跡の土坑からはベンガラの原料と考えられる赤鉄鉱が出上している。赤鉄鉱の住居跡の上坑よ

り出上した例は少なく、貴重である。

また 1号住居跡は台地肩部まで比較的距離を持つ位置にあるが、他の住居跡は比較的台地肩部に近い立

地にある。

縄文時代の住居跡同様、弥生時代後期、古墳時代前期の住居跡においても台地肩部に建てられている点

は興味深い。今後、台地中心部での調査例を待って、比較検討していきたい。
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1号住居跡土坑1土器出土状況 (上層) 2号住居跡

3号住居跡 4号住居跡

5・ 6号住居跡 方形周溝墓 (南東側より)
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